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「五所川原 立佞武多
 津軽十三浦伝説
　　　　白髭水と夫婦梵鐘」

木村祐太郎
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「
ジ
オ
パ
ー
ク
」

―
皆
さ
ん
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
ジ
オ
（
地
球
）
に
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
自
然
遺
産
、
た
と
え
ば
地
質
・
岩
石
・
地
形
・
火
山
・
断
層
な
ど
を
含
む
「
大
地
の

公
園
」
の
こ
と
。

　

単
に
優
れ
た
景
勝
地
が
あ
り
、
希
少
な
動
植
物
が
い
る
だ
け
で
は
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
地
域
に
あ
る
資
源
が
ど
れ
だ
け
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
関
わ
っ
て
い
る
か
を
感
じ
、

そ
の
土
地
や
風
土
の
成
り
立
ち
、
そ
こ
に
あ
る
動
植
物
の
生
態
系
が
ど
の
よ
う
に
繋
が
っ
て
い

る
か
を
知
り
、
次
の
世
代
に
繋
い
で
い
く
…
つ
ま
り
地
球
を
丸
ご
と
考
え
る
場
所
、
そ
れ
が
ジ

オ
パ
ー
ク
な
の
で
す
。
現
在
、
下
北
で
は
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
め
ざ
し
て
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
申
請
す
る
予
定
で
す
。
（
２
０
１
5
年
９
月
現
在
、
日
本
に
は
39
地
域
の

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
で
ジ
オ
ジ
オ
（
じ
わ
じ
わ
）
と
！

　

現
在
、
下
北
５
市
町
村
の
「
産
・
学
・
官
」
が
連
携
し
て

「
下
北
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議
会
」
を
組
織
し
、
下
北

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
の
取
り
組
み
は
気
の
長
～
い
仕
事
。
急
が

ず
焦
ら
ず
ジ
オ
ジ
オ
（
じ
わ
じ
わ
）
と
進
め
る
し
か
な
い
。

　

そ
こ
で
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
持

つ
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
！！
同
協
議
会
・
副
会
長
で
あ
る
奈
良
正
義
氏

を
は
じ
め
、
多
く
の
シ
ニ
ア
世
代
の
方
々
が
「
ジ
オ
ガ
イ
ド
」

「
出
前
講
座
」
「
ジ
オ
サ
イ
ト
の
清
掃
」
な
ど
、
様
々
な
ジ
オ

活
動
を
展
開
し
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
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宮
下
宗
一
郎
む
つ
市
長
コ
メ
ン
ト

（
下
北
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議
会
会
長
）

　

下
北
の
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
で
は
、
多
く
の

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
い
き
い
き
と
活
躍
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、
皆
さ

ん
が
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
豊
富
な
知
識
と
経

験
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
と
も
に
地
域
を
自
慢

し
、
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

～
下
北
ジ
オ
パ
ー
ク
宣
伝
車
か
ら
Ｐ
Ｒ
～

（
取
材
・
菊
池
三
十
義
）

ジオパークの  認定めざして！

お問い合わせ先

　〒035-8686 むつ市中央1-8-1　むつ市役所 総務政策部 総合戦略課 ジオパーク推進室

　　　　　　　　　　　　　　　　下北ジオパーク構想推進協議会（0175-22-1111）

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　

下
北
自
然
史
研
究
会
代
表

　
　
　
　

下
北
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議
会
副
会
長

奈
良　

正
義　

氏

　

私
た
ち
の
住
む
地
球
は
、
厚
さ
１
０
０
km
ほ
ど
の
プ

レ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
岩
盤
で
覆
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
地
球

の
表
面
に
は
10
数
枚
の
プ
レ
ー
ト
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
水
平
に
移
動
し
て
い
ま
す
。
プ
レ
ー
ト
同
士
が
衝
突
し

た
り
、
離
れ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
境
界
線
で
は
地

震
が
起
き
た
り
、
火
山
が
噴
火
し
た
り
、
ま
た
造
山
運
動

が
起
こ
っ
た
り
す
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
プ
レ
ー
ト
活
動
の
中
で
生

ま
れ
た
の
が
尻
屋
崎
の
石
灰
岩
等
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

「
仏
ヶ
浦
」
や
「
恐
山
」
は
、
日
本
列
島
地
質
百
選
に
選
ば

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
下
北
半
島
に
は
、
「
願
掛

岩
」
「
ち
ぢ
り
浜
」
「
猿
ヶ
森
砂
丘
」
な
ど
ス
ケ
ー
ル
が
大

き
く
か
つ
魅
力
的
な
ジ
オ
サ
イ
ト
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
地
の
成
り
立
ち
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
大
地
に

生
息
す
る
動
植
物
や
考
古
・
民
俗
学
的
な
成
果
な
ど
も
広

く
取
り
上
げ
、
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

下
北
の
自
然
や
様
々
な
生
態
系
の
保
護
・
保
全
を
し
な

が
ら
「
学
ぶ
観
光
」
が
広
が
り
、
地
域
活
性
化
に
貢
献
で

き
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

下北半島
・

主なジオサイト

❶恐山

❹尻屋崎

❻ヒバ埋没林

❷仏が浦

❼ちぢり浜

❸薬研渓流

❺願掛岩

❽猿ヶ森砂丘
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７
月
29
日
・
30
日
、
野
辺
地
町
「
ま
か
ど
観
光
ホ
テ
ル
」
で
受
講
生
29
名

が
参
加
、
第
１
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
基
調
講
演
で
は
一

般
社
団
法
人
だ
し
ソ
ム
リ
エ
協
会
認
定
講
師
・
奥
村
雅
美
さ
ん
が
講
師
を
務

め
「
だ
し
を
知
れ
ば
料
理
が
変
わ
る
！
」
と
題
し
て
、
だ
し
の
役
割
や
必
要

性
、
活
用
方
法
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
試
飲
・
試

食
を
し
な
が
ら
、
実
際
に
だ
し
の
味
を
確
認
。
５
種
類
の
だ
し
を
味
わ
い
な

が
ら
、
料
理
へ
の
活
用
方
法
な
ど
日
頃
の
「
食
」
に
つ
い
て
改
め
て
見
直
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
ク
ラ
ブ
活
動
と
題
し
て
、
紋
切
り
・
砂
絵
・
手
話
・
ふ
ま
ね
っ

と
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
。
頭
と
体
を
使
っ
た
後
は
、
馬
門
の

湯
に
浸
か
り
、
い
よ
い
よ
交
流
会
。
受
講
生
同
士
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
ク

ラ
ブ
活
動
で
習
っ
た
手
話
の
歌
を
早
速
披
露
し
た
り
、
自
己
紹
介
と
近
況
報

告
で
、
あ
っ
と
い
う
間
の
宴
で
し
た
。

　

今
回
は
２
日
目
の
午
前
中
も
講
義
を
行
い

「
Ｌ
ｅ
ｔ
’ｓ　

ロ
コ
モ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！！
」
と

題
し
て
、
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
で
出
来
る
運
動

（
貯
筋
運
動
）
、
全
身
の
筋
力
を
映
す
と
い

わ
れ
る
２
つ
の
体
力
測
定
、
ち
ょ
っ
と
休
憩

「
笑
っ
て
脳
ト
レ
」
な
ど
体
験
。
体
力
測
定
で

は
会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
「
あ
ら
っ
、
中
々
い

い
ん
じ
ゃ
な
い

？！
」
「
嗚
呼
…
…
」
な
ど
色
々

な
声
が
（
笑
）
。
軽
い
運
動
の
あ
と
、
最
後
は

皆
で
昼
食
。
あ
っ
と
い
う
間
の
１
泊
２
日
で
し

た
。
ま
た
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を

過
ご
せ
る
こ
と
を
ス
タ
ッ
フ
一
同
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
！

　
　
　

  「
あ
お
も
り
長
寿
セ
ミ
ナ
ー
」

第
１
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
in
ま
か
ど

ラ
ジ
オ

放
送
講
座
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展示コーナーも
賑わってます

4

　

平
成
27
年
９
月
13
日
（
日
）
「
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
よ
う
青
森
県
！
強
み
を
と
こ

と
ん
、
課
題
を
チ
ャ
ン
ス
に
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
第
17
回
あ
お
も
り
シ
ニ
ア
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
総
合
開
会
式
・
文
化
イ
ベ
ン
ト
が
県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
（
青
森
市
）
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
開
会
式
で
は
青
山
副
知
事
の
挨
拶
に
続
き
、
青
森
県
内
の
１
０
０
歳
到
達
者

（
本
年
度
中
に
１
０
０
歳
に
達
す
る
方
）
３
０
３
人
を
代
表
し
て
五
所
川
原
市
の
白

川
あ
き
江
さ
ん
他
２
名
、
次
に
夫
婦
共
に
88
歳
到
達
者
４
８
３
組
を
代
表
し
て
む
つ

市
の
篠
原
勝
美
さ
ん
・
か
よ
さ
ん
他
４
組
の
ご
夫
婦
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
功

労
者
を
代
表
し
て
青
森
チ
ー
ム
（
五
所
川
原
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）
他
２
名
に
顕

彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
「
ラ
ビ
ア
ン
ロ
ー
ズ
～
バ
ラ
色
の
人
生
を
～
な
い
も
の
ね
だ
り
か

ら
あ
る
も
の
さ
が
し
へ
」
と
題
し
て
、
十
和
田
バ
ラ
焼
き
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
〝
舌
校
長

（
ぜ
っ
こ
う
ち
ょ
う
）
〟
の
畑
中
宏
之
氏
を
迎
え
、
Ｂ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
は
食
の
祭

典
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
「
地
域
お
こ

し
」
で
あ
り
、
地
域
に
〝
あ
る
も
の
〟
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
こ
う
と
の
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
児
や
シ
ニ
ア
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
展
示
や
体
験
の
ブ
ー
ス

も
あ
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第
17
回 

あ
お
も
り
シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

総
合
開
会
式
・
文
化
イ
ベ
ン
ト

十和田バラ焼きゼミナール
畑中宏之“舌校長”の記念講演
第17回あおもりシニアフェスティバル
高齢者のスポーツ・文化の祭典として、みんな
が輝く長寿社会の形成のために開催します。

総合開会式 ９月１３日（日）　県民福祉プラザ
【総合開会式】：県民ホール
　司会：あすなろ友の会青森支部

　　　吉田　博、佐々木克子
　①開会のことば　　

社会福祉法人青森県社会福祉協議会 会長　前　田　　保　様
（高杉金之助専務理事が代読）

　②主催者あいさつ　　
　　　　　　　青森県知事　三　村　申　吾　様

（青山 祐治 青森県副知事が代読）
　③青森県高齢者知事顕彰状の贈呈
　　100歳到達長寿者	 代表　白　川　あき江　様

（五所川原市）
　　　　　　　　　　　代表　天　間　富美子　様

（七戸町）
　　　　　　　　　　　代表　沼　山　助　内　様

（東北町）
　　88歳到達夫婦	 代表　篠　原　勝　美　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　か　よ　様
（むつ市）

　　　　　　　　　　　代表　小田桐　榮　一　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　チ　タ　様

（平川市）
　　　　　　　　　　　代表　中　田　榮　造　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　チヤ子　様

（田舎館村）
　　　　　　　　　　　代表　石　垣　榮　作　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨシヱ　様

（七戸町）
　　スポーツ・文化等功労者	 代表　山　内　辰　雄　様

（青森市）
　　　　　　　　　　　代表　櫛　引　麗　子　様

（五所川原市）
　　　　　　　　　　　　代表　青森チーム様

（五所川原市ゲートボール協会）
　④来賓祝辞

　　　　　　青森県議会議長　清　水　悦　郎　様
　　　　　　　　　（高橋修一県議会議員が代読）

　⑤閉会のことば
　　公益財団法人青森県老人クラブ連合会　今　本　芳　穂

呉竹幼稚園による演奏 太極拳「山野幽居」甲田幼稚園による体操 試食コーナーも
ありました



I k i  I k i  S en i o r生
い

き生
い

きシニア 　生きがい見つけた
　

青
森
市
浪
岡
の
藤
本
隆
平
さ
ん
は
、
元
国
鉄

「
は
つ
か
り
号
」
の
運
転
士
だ
っ
た
。
38
年
間

勤
務
。
退
職
後
の
第
二
の
人
生
は
好
き
な
「
ギ

タ
ー
演
奏
」
で
、
現
在
は
弘
前
・
黒
石
市
な
ど

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
、
今
や
そ
の
人

気
が
高
く
多
忙
な
毎
日
だ
。

　

浪
岡
高
校
時
代
か
ら
、
音
楽
が
好
き
だ
っ
た

藤
本
さ
ん
は
昭
和
43
年
、
東
京
・
日
比
谷
公
会

堂
で
「
日
本
シ
ャ
ン
ソ
ン
友
の
会
」
主
催
の
「
第

５
回
全
国
シ
ャ
ン
ソ
ン
大
会
」
に
出
場
。
第
１

次
、
第
２
次
予
選
と
通
過
し
た
10
名
の
中
に
選

抜
さ
れ
、
そ
の
決
選
大
会
で
準
優
勝
に
輝
い

た
主
で
も
あ
る
。
そ
の
時
の
曲
目
は
「
愛
の
讃

歌
」。
今
で
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
ソ

ン
グ
と
な
っ
た
。

　

続
い
て
そ
の
年
の
７
月
、
秋
田
県
民
会
館
で

の
「
パ
リ
祭
」
に
招
か
れ
た
。
主
役
は
当
時
の

石
井
好
子
、
岸
洋
子
ら
有
名
歌
手
。
そ
し
て
ゲ

ス
ト
に
藤
本
さ
ん
が
出
演
。「
今
と
な
っ
て
は
、

あ
の
時
は
ま
る
で
夢
の
よ
う
で
し
た
…
」。
ギ

タ
ー
や
歌
は
、
私
に
と
っ
て
「
上
り
坂
、
下
り

坂
、
ま
さ
か
の
坂
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。

▽
ギ
タ
ー
へ
の
想
い

　

私
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
歌
曲
を
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
歌

う
の
が
大
好
き
で
し
た
。
そ
れ
が
ギ
タ
ー
演
奏

に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
言
う
の
は
、
実
は

ピ
ア
ノ
演
奏
時
に
私
の
左
指
が
思
う
よ
う
に
動

か
な
い
。
と
こ
ろ
が
ギ
タ
ー
な
ら
、
左
の
指
が

思
う
存
分
動
く
の
で
す
。
そ
れ
で
今
は
ギ
タ
ー

演
奏
に
変
わ
り
、
そ
の
奥
の
深
さ
に
取
り
つ
か

れ
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
現

在
は
「
ギ
タ
ー
は
私
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
楽
器
で

す
」
と
な
っ
た
。

▽
今
後
の
抱
負

　

手
軽
に
人
前
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
き
る
ギ

タ
ー
は
「
は
つ
か
り
号
」
運
転
士
時
代
と
は
考

え
ら
れ
な
い
程
自
分
に
と
っ
て
は
有
益
で
、
も

っ
と
技
術
向
上
に
努
め
た
い
と
思
う
こ
の
頃
で

す
。
好
き
な
曲
「
シ
ク
ラ
メ
ン
の
か
ほ
り
」「
ア

ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
思
い
出
」
は
、
演
奏
時
間
、
ト

レ
モ
ロ
の
技
巧
、
ヒ
ッ
ト
曲
の
３
点
が
マ
ッ
チ

し
て
自
分
の
テ
ー
マ
曲
に
し
た
い
ほ
ど
で
す
。

（
編
集
委
員　

本
間
操
）

　

奥
勘
一
さ
ん
は
八
戸
市
根
城
に
あ
る
理
容
室

「
カ
ン
ナ
」
の
店
主
で
あ
る
。
理
容
業
の
傍
ら

ギ
タ
ー
教
室
を
開
き
、
ギ
タ
ー
の
指
導
者
と
し

て
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

　

も
と
も
と
木
工
が
大
好
き
で
、
小
学
生
の
頃

は
父
親
の
三
味
線
に
興
味
を
持
ち
、
棹
は
木

で
、
胴
は
ブ
リ
キ
を
張
っ
て
作
っ
た
り
も
し

た
。
出
来
た
作
品
は
、
音
が
出
て
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
経
験
が
ギ
タ
ー
作

り
の
夢
の
原
点
で
あ
る
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

ギ
タ
ー
を
作
る
の
が
趣
味
と
い
う
方
に
は
、

中
々
お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
。
形
や
素

材
、
音
の
響
き
方
…
楽
器
を
作
る
と
い
う
の
は

セ
ン
ス
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
手
先
の
細
か
い

作
業
が
必
要
と
な
り
、
想
像
す
る
以
上
に
大
変

な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

長
年
の
夢
で
あ
っ
た
手
作
り
の
ギ
タ
ー
を
完
成

さ
せ
、今
年
の
４
月
に
八
戸
市
に
あ
る
「
は
っ
ち
」

で
作
品
を
展
示
し
た
。
そ
し
て
、
ま
だ
ま
だ
良
い

ギ
タ
ー
を
作
り
た
い
と
意
欲
的
で
あ
る
。

　

奥
様
の
召
子
さ
ん
も
理
容
師
で
、
ご
主
人
の

片
腕
と
な
り
支
え
て
い
る
。
ま
た
コ
ー
ラ
ス
や

シ
ャ
ン
ソ
ン
が
趣
味
で
、
毎
年
公
会
堂
や
ホ
テ

ル
な
ど
で
華
や
か
に
演
奏
会
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

ご
夫
婦
と
も
に
音
楽
が
大
好
き
で
、
趣
味
に

仕
事
に
活
き
活
き
活
動
し
て
い
る
。
今
、
ま
さ

に「
青
春（
老
春
？！
）」を
謳
歌
し
て
い
る
よ
う
だ
。

（
地
域
情
報
通
信
員　

鈴
木
リ
ヨ
）

　

十
和
田
市
の
南
舘
輝
夫
さ
ん
は
生
ま
れ
つ
き

視
力
障
害
が
あ
り
、
小
学
校
か
ら
中
学
・
高
校
・

専
攻
科
と
す
べ
て
を
県
立
盲
学
校
で
学
び
、
そ

の
間
の
14
年
を
寄
宿
舎
で
過
ご
し
た
。

　

中
学
生
の
頃
、
時
々
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
く

る
三
橋
美
智
也
、
木
田
林
松
栄
、
高
橋
竹
山
ら

の
三
味
線
を
聞
い
て
感
動
し
、
興
味
を
持
ち
始

め
、
自
分
も
い
つ
か
弾
き
た
い
と
思
っ
て
い
た

と
い
う
。
偶
然
に
も
７
歳
年
上
の
兄
が
三
味
線

を
弾
い
て
い
た
の
で
、
ま
す
ま
す
興
味
が
深
ま

り
、
長
期
休
み
で
実
家
に
帰
り
兄
が
不
在
の

時
、
こ
っ
そ
り
三
味
線
を
拝
借
し
て
い
じ
っ
て

い
た
と
の
事
。
そ
の
う
ち
、
何
と
か
弾
け
る
よ

う
に
な
り
、
高
校
３
年
生
の
時
に
思
い
切
っ
て

コ
ツ
コ
ツ
貯
め
て
い
た
小
遣
い
を
貯
め
て
三
味

線
を
買
い
、
本
格
的
に
習
い
始
め
た
。
習
う

と
い
っ
て
も
特
別
誰
か
に
習
う
の
で
は
な
く
、

色
々
な
人
の
三
味
線
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
同

じ
曲
な
の
に
弾
き
方
が
み
ん
な
違
う
事
に
気
付

き
、
そ
れ
な
ら
自
分
も
自
分
な
り
の
三
味
線
を

弾
い
て
み
よ
う
と
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
相
手

に
毎
日
練
習
を
重
ね
た
。

　

当
時
、
三
味
線
を
弾
く
若
い
人
は
大
変
少
な

か
っ
た
が
、
学
校
の
あ
っ
た
地
域
の
住
民
に
受

け
入
れ
ら
れ
、
集
落
の
寄
り
合
い
や
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
に
呼
ば
れ
る
な
ど
し
て
学
生
時
代
を
過

ご
し
た
。

　

学
校
卒
業
後
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
業
を
営
み
な
が

ら
、
夜
は
三
味
線
教
室
や
趣
味
的
な
お
稽
古
の

場
な
ど
約
30
年
以
上
続
け
て
い
る
。
教
室
入
門

者
も
数
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
活
躍
し
て

い
る
。

　

今
一
番
の
喜
び
は
、
民
謡
の
演
奏
収
録
（
全

８
８
４
曲
）
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
。
ほ
と
ん
ど

見
え
な
く
な
っ
た
視
力
に
も
負
け
ず
、
点
字
を

学
び
、津
軽
三
味
線
の
「
音
づ
く
り
の
楽
し
さ
」

や
「
響
き
」、
尺
八
や
歌
、
踊
り
を
と
り
ま
ぜ

て
福
祉
施
設
を
慰
問
し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

半
世
紀
に
わ
た
り
続
け
て
き
た
三
味
線
。
こ

れ
か
ら
も
、
こ
れ
を
生
き
が
い
と
し
て
弾
き
続

け
て
い
き
た
い
と
語
っ
て
く
れ
た
。

（
地
域
情
報
通
信
員　

中
野
渡
靜
子
）

ギ
タ
ー
の
演
奏
で
活
躍
！

藤ふ
じ
も
と本
隆り

ゅ
う
へ
い平
さ
ん（
青
森
市
浪
岡
・
72
歳
）

私
と
三
味
線

南み
な
み
だ
て舘
輝て

る
お夫
さ
ん（
十
和
田
市
・
64
歳
）

手
作
り
ギ
タ
ー
は
私
の
宝
物

奥お
く 

勘か
ん
い
ち一
さ
ん（
八
戸
市
・
76
歳
）
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。
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…
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っ
て
「
上
り
坂
、
下
り

坂
、
ま
さ
か
の
坂
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。
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。
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、
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。
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ほ
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、
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の
３
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す
。

（
編
集
委
員　

本
間
操
）

　

奥
勘
一
さ
ん
は
八
戸
市
根
城
に
あ
る
理
容
室

「
カ
ン
ナ
」
の
店
主
で
あ
る
。
理
容
業
の
傍
ら

ギ
タ
ー
教
室
を
開
き
、
ギ
タ
ー
の
指
導
者
と
し

て
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

　

も
と
も
と
木
工
が
大
好
き
で
、
小
学
生
の
頃

は
父
親
の
三
味
線
に
興
味
を
持
ち
、
棹
は
木

で
、
胴
は
ブ
リ
キ
を
張
っ
て
作
っ
た
り
も
し

た
。
出
来
た
作
品
は
、
音
が
出
て
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
経
験
が
ギ
タ
ー
作

り
の
夢
の
原
点
で
あ
る
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

ギ
タ
ー
を
作
る
の
が
趣
味
と
い
う
方
に
は
、

中
々
お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
。
形
や
素

材
、
音
の
響
き
方
…
楽
器
を
作
る
と
い
う
の
は

セ
ン
ス
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
手
先
の
細
か
い

作
業
が
必
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で
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で
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を
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、
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を
作
り
た
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と
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的
で
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る
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の
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も
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容
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で
、
ご
主
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の
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腕
と
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る
。
ま
た
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ス
や
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が
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で
、
毎
年
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会
堂
や
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ど
で
華
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に
演
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で
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と
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に
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が
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好
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で
、
趣
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に

仕
事
に
活
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。
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が
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松
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、
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し
、
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を
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、
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も
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と
思
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て
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た

と
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う
。
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に
も
７
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上
の
兄
が
三
味
線

を
弾
い
て
い
た
の
で
、
ま
す
ま
す
興
味
が
深
ま

り
、
長
期
休
み
で
実
家
に
帰
り
兄
が
不
在
の

時
、
こ
っ
そ
り
三
味
線
を
拝
借
し
て
い
じ
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て

い
た
と
の
事
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そ
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う
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、
何
と
か
弾
け
る
よ

う
に
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り
、
高
校
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生
の
時
に
思
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て

コ
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て
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た
小
遣
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を
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て
三
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、
本
格
的
に
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い
始
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た
。
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と
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も
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う
の
で
は
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、
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な
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の
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を
聞
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に
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な
の
に
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が
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な
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み
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と
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を
相
手

に
毎
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を
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。

　

当
時
、
三
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を
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く
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は
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な
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が
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の
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の
住
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、
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の
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や
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の
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に
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な
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学
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時
代
を
過
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後
は
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を
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な
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、
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線
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や
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的
な
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の
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な
ど
約
30
年
以
上
続
け
て
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。
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入
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者
も
数
多
く
、
そ
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れ
の
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所
で
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一
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は
、
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（
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を
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成
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せ
た
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ど
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え
な
く
な
っ
た
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に
も
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ず
、
点
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を

学
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三
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の
「
音
づ
く
り
の
楽
し
さ
」

や
「
響
き
」、
尺
八
や
歌
、
踊
り
を
と
り
ま
ぜ

て
福
祉
施
設
を
慰
問
し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
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と
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と
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地
域
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報
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信
員　

中
野
渡
靜
子
）

八戸市「はっち」の展示会にて

ここのモザイク模様を、マッ
チの軸に着色して0.1ミリ位
に薄く切り、貼り付けてデザ
インする。

6

ギターを弾く藤本さん

演奏会にて津軽三味線を
弾く南舘さん（左から２番目）



　

夏
期
は
軽
登
山
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
冬
期
は
ス
キ

ー
、
健
康
麻
雀
な
ど
、
１
年
を
通
し
て
楽
し
い
活
動
を
し
て
い
る
元
気
な
シ

ニ
ア
グ
ル
ー
プ
「
二
十
二
の
会
」
の
話
題
。

　

代
表
を
務
め
る
沼
尾
十そ
う
じ二
さ
ん
（
青
森
市
・
77
歳
）
に
お
話
を
伺
っ
て
み

た
。
沼
尾
さ
ん
は
、
祖
父
と
父
が
１
０
０
歳
近
く
ま
で
長
生
き
し
た
こ
と
か

ら
、
自
分
の
人
生
も
健
康
で
元
気
よ
く
、
１
０
０
歳
ま
で
長
生
き
を
目
標
に

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
定
年
退
職
後
、
青
森
市
が
開
講
し
て
い
る
中
央
寿
大

学
へ
入
学
し
た
こ
と
が
仲
間
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

「
二
十
二
の
会
」
は
同
大
学
の
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
、
平

成
22
年
度
の
卒
業
生
に
呼
び
か
け
会
員
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
偶
然
、
参
加
者

が
二
十
二
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
二
十
二
の
会
」
の
名
前
に
決
定
。
名
前

を
聞
い
た
と
き
、
て
っ
き
り
沼
尾
さ
ん
自
身
の
名
前
「
十そ

う
じ二
」
に
あ
や
か
っ

た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ほ
ど
。
名
前
か
ら
22
歳
の
若
さ
を
連
想
し
、
と
て
も

若
々
し
い
。
そ
し
て
、
沼
尾
さ
ん
が
提
唱
す
る
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
実
践
し
て

い
る
「
宝
の
会
」
で
あ
る
と
熱
っ
ぽ
く
話
さ
れ

た
こ
と
が
、
と
て
も
印
象
深
く
残
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
も
野
外
活
動
を
中
心
に
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
活
動
し
て
お
り
、
毎
月
の
行
事
予
定
は

楽
し
い
も
の
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
他
の
グ
ル
ー

プ
と
も
交
流
を
持
つ
な
ど
し
て
お
り
、
毎
週
月
曜

日
に
は
、
一
緒
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
活
動
を
し
て
い
る
。

　

ル
ー
ル
も
簡
単
、
初
心
者
で
も
す
ぐ
で
き
る

の
で
み
な
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

二
十
二
の
会

　

代
表
…
沼
尾
十
二

　

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
…
０
１
７（
７
４
４
）１
１
５
１

（
地
域
情
報
通
信
員　

吉
田
博
）

宝
の
仲
間
！「
二
十
二
の
会
」

（
青
森
市
）

仲間づくりCafe

主な行事
・　４月　大島山野草観賞と夏泊ゴルフ場(会議室)での総会・ほたてご膳会食
・　５月　米軍三沢基地見学・小川原湖畔ウォーキング・ランチ・入浴
・　６月　深浦町行合崎山野草観賞ウォーキング・深浦温泉ランチ・入浴
・　７月　安比高原ヤナギラン観賞・不動の滝・安比あずみの湯ランチ・入浴
・　８月　高森山パークゴルフ大会
・　９月　八戸市南郷そば打ち体験・南郷温泉入浴
・１０月　岩木山麗紅葉観賞遊歩道ウォーキング・いわき荘ランチ・入浴
・１１月　中野紅葉山観賞ウォーキング・虹の湖畔で肉鍋会・入浴
・１２月　トランプ麻雀大会　青銀厚生会館
・　１月　新年食事会・浅虫温泉　椿館
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仲
間
と
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
る
た
め
「
楽
し
く

雑
巾
作
り
」
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
七
戸
町
に
あ
り
ま
す
。
会
長
山
本

順
治
さ
ん
を
中
心
に
向
町
老
人
ク
ラ
ブ
で
取
り
組
ん
で
お
り
「
地
域
の
皆
さ

ん
の
清
掃
に
い
く
ら
か
で
も
役
立
て
ば
」
と
、
体
力
に
無
理
が
生
じ
な
い
手

頃
な
作
業
と
し
て
、
13
年
前
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

楽
し
く
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
地
域
に
あ
る
学
校
の
清
掃
活
動
で
雑
巾
を

多
く
使
う
こ
と
を
知
り
、
ま
ず
は
城
南
小
学
校
や
七
戸
中
学
校
の
清
掃
で
使

っ
て
も
ら
お
う
と
、
み
ん
な
で
気
持
ち
を
合
わ
せ
一
枚
ず
つ
丁
寧
に
作
っ
た

手
作
り
の
雑
巾
を
寄
贈
。
こ
の
事
が
き
っ
か
け
で
新
聞
に
紹
介
さ
れ
、
そ
の

活
動
を
知
っ
た
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
材
料
に
な
る
布
の
寄
付
が
集
ま
り
、
自

分
達
で
も
不
要
な
布
を
集
め
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
み

ん
な
で
地
道
に
作
業
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
他
団
体
か
ら
の
応
援
も
あ
り

更
に
楽
し
さ
を
増
し
て
い
き
ま
す
。

　

手
作
り
雑
巾
を
届
け
た
小
・
中
学
校
の
生
徒
達
も
、
一
層
心
の
こ
も
っ
た

清
掃
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
自
分
た
ち
の
励
み
に
。
そ
し
て
、

作
っ
た
雑
巾
は
３
０
０
０
枚
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
も
み
ん
な
の
体
調
を
考
え
、
軽
い
作
業
で
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と

１
か
月
に
30
枚
程
度
の
雑
巾
を
作
り
続
け
て
い
る
。
そ
し
て
学
校
の
他
に
も
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
施
設
に
も
提
供
し
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

「
塵
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
」
の
よ
う

に
、
今
は
４
０
０
０
枚
を
目
指
し
て
作
業

中
。
今
日
も
地
域
の
方
か
ら
の
感
謝
の
気

持
ち
を
感
じ
な
が
ら
、
楽
し
く
雑
巾
を
作

っ
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

向
町
老
人
ク
ラ
ブ

　

代
表
…
山
本
順
治　
　

　

電
話
…
０
１
７
６
（
６
２
）
９
６
７
９

（
地
域
情
報
通
信
員　

瀬
川
万
喜
太
）

三
千
枚
の
雑
巾
作
り（

七
戸
市
）
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あすなろ友の会の活動
「あすなろ友の会」は、高齢者の生きがいと健康づくり及び
仲間づくりの推進を目的に自主的に活動しています。

▼
津
軽
支
部

湿
原
の
ベ
ン
セ
沼
で
野
花
鑑
賞

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
６
月
11
日
（
木
）
64
名
が
つ
が
る
市
へ
向
か
う
。

ベ
ン
セ
沼
駐
車
場
で
青
森
県
長
寿
社
会
振
興
セ
ン
タ
ー
柴
田
推
進
課

長
･
山
谷
事
務
員
と
合
流
。
盛
り
を
過
ぎ
た
と
は
い
え
橙
黄
色
も

鮮
や
か
な
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
花
な
ど
観
賞
し
な
が
ら
、
遠
く
に
岩

木
山
を
望
む
湿
原
を
散
策
。
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
可
憐
な
花
も
ち
ら

ほ
ら
見
え
た
。

　

こ
の
後
、
つ
が
る
地
球
村
へ
移
動
し
、
温
泉
で
汗
を
流
し
、
昼
食

を
囲
み
な
が
ら
懇
談
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

平
川
市
史
跡
巡
り

　

７
月
18
日
（
土
）
51
名
が
平
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
ホ
ー
ル
で
、

発
見
さ
れ
た
土
器
な
ど
の
遺
物
や
展
示
資
料
を
見
な
が
ら
同
セ
ン
タ

ー
郷
土
資
料
係
長
瀧
本
学
さ
ん
の
お
話
を
聞
く
。

　

そ
の
後
、
13
世
紀
初
頭
に
鎌
倉
御
家
人
の
曽
我
氏
が
地
頭
職
と
し

て
入
植
し
て
以
来
、
18
世
紀
初
頭
の
弘
前
城
築
城
に
伴
い
廃
城
に
な

る
ま
で
の
約
４
世
紀
に
わ
た
っ
て
存
続
し
た
大
光
寺
城
の
跡
地
や
、

当
時
中
世
平
賀
郡
の
熊
野
宮
と
し
て
知
ら
れ
た
保
食
神
社
な
ど
を
見

学
。
そ
の
後
、
南
田
温
泉
に
移
動
し
て
昼
食
・
入
浴
の
後
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
の
練
習
や
、
社
交
ダ
ン
ス
・
全
員
で
歌
な
ど
の

レ
ク
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

（
津
軽
支
部　

鳴
海
紀
）

▼
上
十
三
支
部

山
菜
取
り
で
季
節
を
満
喫

　

６
月
20
日
、
会
員
約
25
名
が
参
加
し
初
夏
の
八
甲
田
の
風
を
う
け

な
が
ら
湯
ノ
平
高
原
で
ウ
ォ
ー
ク
及
び
山
菜
取
り
を
実
施
（
特
に
高

齢
者
の
山
菜
取
り
に
つ
い
て
充
分
な
諸
注
意
）。
約
１
時
間
半
で
両
手

に
ワ
ラ
ビ
・
ふ
き
な
ど
大
量
の
山
菜
を
収
穫
。
サ
イ
レ
ン
の
合
図
で

終
了
し
、
顔
の
汗
を
タ
オ
ル
で
拭
き
な
が
ら
、
急
ぎ
足
で
人
数
確
認
。

　

休
憩
後
、
県
馬
術
連
盟
会
長
・
中
野
渡
俊
彦
さ
ん
所
有
の
研
修
施
設

を
見
学
。
中
に
は
管
理
棟
の
他
に
木
材
や
樹
木
の
枝
を
使
っ
て
作
成
さ

れ
た
作
品
棚
、
ま
た
木
材
加
工
研
修
所
、
宿
舎
を
兼
ね
た
ガ
ラ
ス
張
り

の
研
修
所
、
猿
倉
温
泉
か
ら
引
い
て
い
る
と
い
う
足
湯
な
ど
が
あ
り
全

員
で
疲
れ
た
足
を
浸
し
昼
食
を
と
り
最
高
の

気
分
で
し
た
。

　

７
月
９
日
に
は
「
体
力
・
気
力
・
脳
力

の
充
電
を
」
と
世
話
人
・
山
本
順
治
氏
の

も
と
約
30
名
が
参
加
、
七
戸
総
合
運
動
公

園
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
を
実
施
。

　

青
天
の
も
と
で
マ
イ
ボ
ー
ル
を
打
ち
、

小
走
り
と
一
緒
に
笑
顔
や
ニ
ガ
ム
シ
顔
。

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
決
ま
っ
た
時
に
は
、

大
き
な
歓
声
と
拍
手
！
き
ち
ん
と
水
分
補

給
を
し
な
が
ら
楽
し
く
プ
レ
ー
を
し
た
。

最
後
は
み
ん
な
参
加
賞
を
貰
い
、
お
疲
れ

様
の
挨
拶
で
帰
路
に
つ
い
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
。
１
位
藤
田
、
２
位

小
林
（
義
）、３
位
山
本
（
和
）、４
位
岡
村
、

５
位
山
本
（
順
）、
６
位
蛯
名
、
７
位
作
田
、

８
位
荒
川
、
９
位
山
崎
（
悦
）、
10
位
大
平
。

（
上
十
三
支
部　

武
田
茂
）
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▼
下
北
支
部

薬
研
渓
流
・
お
ぐ
り
探
索
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

５
月

１２
日
（
火
）
今
年
開
湯
４
０
０
年
を
迎
え
た
薬
研
温
泉
郷
、
森
と
伝

説
の
癒
し
空
間
。
新
緑
の
薬
研
渓
流
並
び
に
恐
山
境
内
散
策
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

と
巨
木
「
お
ぐ
り
」
探
索
と
欲
張
っ
た
。

　
「
森
の
巨
人
百
選
〝
お
ぐ
り
〟」
の
愛
称
は
住
民
の
一
般
公
募
で
決
ま
っ
た

名
前
で
、
薬
研
葉
色
山
国
有
林
内
で
、
ヒ
バ
と
ブ
ナ
が
混
生
す
る
中
に
、
大

き
な
枝
を
広
げ
て
ど
っ
し
り
と
鎮
座
し
て
い
る
森
の
巨
人
で
、
樹
齢
推
定

８
０
０
年
以
上
、
幹
周
り
7.8
ｍ
、
樹
高
27
ｍ
の
栗
の
木
で
あ
る
。

　

国
設
薬
研
野
営
場
か
ら
遊
歩
道
へ
、
登
山
口
か
ら
巨
木
〝
お
ぐ
り
〟
ま
で

の
４
５
０
ｍ
の
急
勾
配
の
登
り
を
頑
張
り
、
全
員
〝
お
ぐ
り
〟
に
到
着
し
て

記
念
撮
影
。

　

撮
影
後
、
新
緑
の
薬
研
渓
流
を
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
ヒ
バ
林

の
中
を
歩
き
、
渓
流
沿
い
の
遊
歩
道
に
隣
接
す
る
ヒ
バ
施
業
実
験
林
、
森
林

軌
道
跡
や
素
掘
の
隧ず

い
ど
う道
（
ツ
ル
ハ
シ
と
ハ
ン
マ
ー
だ
け
で
一
枚
岩
を
貫
い
た

素
掘
り
の
ト
ン
ネ
ル
！
）、
乙
女
橋
（
吊
橋
）
等
を
散
策
、
奥
薬
研
「
夫
婦

か
っ
ぱ
の
湯
」
に
ゴ
ー
ル
し
て
昼
食
。
露
天
風
呂
「
カ
ッ
パ
の
湯
」
で
汗
を

流
し
た
り
、
足
湯
を
楽
し
ん
だ
人
も
。

　

腹
ご
し
ら
え
の
後
、
山
越
え
で
死
者
の
集
ま
る
霊
場
恐
山
へ
。
恐
山
境
内

を
散
策
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
荒
涼
と
し
た
岩
場
と
立
ち
込
め
る
硫
黄
臭
を
嗅
ぎ

な
が
ら
、
血
の
池
地
獄

や
賽
の
河
原
を
め
ぐ
り
、

極
楽
浄
土
の
宇
曽
利
山

湖
の
白
い
砂
浜
で
死
者

の
冥
福
を
祈
り
な
が
ら
、

静
か
に
手
を
合
わ
せ
る
。

　

露
天
風
呂
「
花
染
の

湯
（
混
浴
）」
で
汗
を
流

し
、
疲
れ
を
癒
し
た
楽

し
い
一
日
で
あ
っ
た
。

（
下
北
支
部　

祐
川
猛
）

▼
青
森
支
部

あ
お
も
り
街
て
く
・
新
発
見
！

　

青
森
支
部
27
年
度
第
１
回
目
の
行
事
は
、
昨
年
に
続
き
「
あ
お
も
り
街
て

く
」の
Ｂ
コ
ー
ス「
棟
方
志
功
と
青
森
発
祥
の
地
を
巡
る
」を
体
験
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
参
加
者
53
名
、７
班
に
分
か
れ
て
の
体
験
。天
候
は
晴
れ
で
し
た
が
、

風
が
強
く
、
帽
子
を
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
押
さ
え
な
が
ら
の
行
動
で
し
た
。

　

ま
ず
、
県
庁
玄
関
横
の
「
お
仮
屋
跡
の
碑
」
へ
。
次
に
世
界
的
巨
匠
の
版

画
家
・
棟
方
志
功
生
育
の
地
、
志
功
が
子
供
の
頃
よ
く
遊
び
、
チ
ヤ
夫
人
と

結
婚
式
を
挙
げ
た
善
知
鳥
神
社
へ
。
此
処
で
は
津
軽
藩
主
が
寄
進
さ
れ
た
お

神
輿
を
、
神
社
側
の
ご
好
意
で
宝
物
庫
を
開
放
し
て
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

普
段
は
目
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
で
、
貴
重
な
体
験
が
出
来
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
昔
の
旅
人
が
振
り
分
け
荷
物
を
肩
に
通
っ
た
で
あ
ろ
う
奥
州
街

道
を
歩
き
、
更
に
旧
寺
町
の
四
ヶ
寺
へ
。
太
宰
治
が
影
響
を
う
け
た
幽
霊
の

掛
け
軸
、
明
治
天
皇
が
枝
ぶ
り
の
見
事
さ
に
何
度
も
振
り
返
っ
て
眺
め
ら
れ

た
と
い
う
見
返
り
の
松
。
そ
し
て
水
戸
光
圀
公

愛
用
の
茶
釜
、
津
軽
七
代
目
藩
主
が
九
代
将
軍

徳
川
家
重
の
追
善
供
養
の
た
め
に
増
上
寺
へ
献

納
し
た
石
灯
篭
等
々
、
各
お
寺
の
寺
宝
を
直
接

目
に
し
、
あ
る
い
は
写
真
で
拝
見
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　

普
段
、
我
々
が
住
み
慣

れ
た
よ
く
通
る
街
に
も

色
々
な
歴
史
や
物
語
が
あ

る
事
に
、
新
し
い
発
見
と

感
動
の
余
韻
を
残
し
て
、

所
要
時
間
約
２
時
間
15
分

の
探
索
終
え
、
県
立
郷
土

館
前
で
解
散
。
無
事
に
終

了
し
た
。

（
青
森
支
部　

風
晴
貢
）
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▼
西
北
五
支
部

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

あ
す
な
ろ
友
の
会
西
北
五
支
部
で
は
、
５
月
25
日
（
月
）
に
会
員

30
名
が
参
加
し
中
泊
町
総
合
運
動
公
園
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｂ
組
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
葛
西
和
江
さ
ん
（
74
）
は
、
目
標
を
達

成
し
大
喜
び
で
し
た
。
昼
食
に
は
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
、
満
腹

感
で
み
ん
な
で
大
喜
び
。
美
味
し
く
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
充
実

し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

（
西
北
五
支
部　

鈴
木
喜
代
三
郎
）

組

順
位

打
数

名
前

A組

１

30

古

川

キ

サ

２

33

木

村

幸

雄

３

35

鈴
木
喜
代
三
郎

４

36

古

川

慎

造

５

39

小

寺

イ

ツ

６

39

坂

田

ヒ

サ

B組

１

41

葛

西

和

江

２

43

江

良

照

美

３

45

片

山

折

枝

４

49

武

田

博

子

５

49

片

岡

妙

子

６

50

横

山

タ

キ

あすなろ友の会　行事予定（10～12月）
10月　岩木山神社参拝・アソベの森散策
11月　浅虫水族館見学「忘年会だよ！全員集合」
12月　うたごえとお食事会

10月　レクダンス講習会
11月　お茶のつどい

　「忘年会だよ！全員集合」

10月　パークゴルフ大会
11月　「忘年会だよ！全員集合」
12月　軽スポーツ“シャッフルボード”他

10月　
11月　「忘年会だよ！全員集合」
12月　

10月　川内川渓谷遊歩道散策トレッキング
11月　健康体操教室（出前講座）
　　　 「忘年会だよ！全員集合」
12月　むつ支部忘年会

10月　酸ヶ湯３３観音
11月　ユニカール親睦大会
　　　 「忘年会だよ！全員集合」
12月　料理教室

青森
支部

津軽
支部

八戸
支部

西北五
支部

下北
支部

上十三
支部

あすなろ友の会のご案内
　「あすなろ友の会」は、地域社会において健康づくりや生きがいづくりを自発的に実施している自主活動
の会です。会員は、青森県内に居住する概ね60歳以上の方で、現在、約700名が県内６支部に分かれ、毎月
色々な活動をしています。

・主な活動内容
　①健康づくり・仲間づくり（ウォーキング、レクダンス、グラウンドゴルフ、ペタンク、ユニカール等）
　②ボランティア活動（各種イベント協力、清掃奉仕、福祉施設慰問等）
　③教養活動（講演会・文化交流会・茶道・音楽セミナー等の開催、施設見学、他支部との交流会、小旅行などを実施）
　④その他事業（あすなろ友の会遊学の旅、あおもりシニアフェスティバル等への参加）

・県内６支部紹介
　青森支部（青森市及び東津軽郡）　津軽支部（弘前市、黒石市、平川市、中津軽郡及び板柳町）
　八戸支部（八戸市、三戸郡、おいらせ町）　上十三支部（十和田市、三沢市及び上北郡）
　西北五支部（五所川原市、つがる市、西津軽郡及び北津軽郡）　下北支部（むつ市及び下北郡）

入会のお申込み・お問い合わせ
〒030－0822　青森市中央３丁目20－30　県民福祉プラザ３Ｆ
青森県長寿社会振興センター　あすなろ友の会担当まで
TEL　０１７－７７７－６３１１／FAX　０１７－７３５－１１６０
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10

健やか女子 ヘルスアップcooking

材料（１人分）

作 り 方

米…………………………………1/3 合（50g）

　　　酒…………………………… 大さじ 1/2

Ａ　　みりん……………………… 小さじ 2/3

　　　しょうゆ…………………… 小さじ 1/2

チーズ………………………………………… 3g

枝豆（冷凍） ……………………………… 10g

にんじん…………………………… 1cm（5g）

ちりめんじゃこ……………………………… 5g

スキムミルク………………………………… 5g

エネルギー 254 kcal
たんぱく質 9.1 g
脂質 2.2 g

カルシウム 113 mg
鉄 0.8 mg
食塩相当量 0.9 g

１．米は洗って30分以上浸水し、ざるに上げて水気を切る。

２． にんじんはいちょう切り、チーズは5mm角に切る。

ちりめんじゃこは熱湯を通しておく。

３． 炊飯器に１の米、Ａを入れ、目もりまで水を加え、スキ

ムミルク、枝豆、にんじん、ちりめんじゃこをのせて炊

く。炊き上がったら、チーズを加えて混ぜる。１人分の
栄養量

シラスご飯
主食（カルシウム多め）

【野菜の摂取量】 15g

20

イケメンズ ヘルスアップcooking

材料（１人分）

作 り 方

小松菜……………………………………… 60g
人参………………………………………… 15g
なめたけ（ビン詰）�……………………… 15g
焼きのり………………………………… 1/4 枚

エネルギー 22kcal
たんぱく質 1.2g
脂質 0.2g
食塩相当量 0.7g

１．�人参はせん切りにし、食べやすく切った小松菜と一緒

にゆでる。

２．水気を切った１をなめたけと焼きのりで和える。

１人分の
栄養量

小松菜のなめたけ和え
副　菜

【野菜の摂取量】 75g

ヘルス
アップ

（青森県食生活改善推進員連絡協議会「ヘルスアップ cooking」より）

Cooking
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青森県消費生活センター

くらしの情報♪

◆こんな相談がありました

電子レンジを使用して、冷凍おにぎりを解凍しようとした

ところ、ブルブル震えるような音がして、庫内上部から発火

した。

急いでスイッチを切ったところ、火は消えた。試しに今朝

もコップに水を入れて加熱してみたが、やはり火が出た。

（５０代 男性）

電子レンジは、一般家庭において日常的に使用され、広く普及しています。普及が進む

一方で、「電子レンジ庫内側面から火花が出た」、「電子レンジで加熱していた野菜から火

花が出た」など、長年使用していた電子レンジがある日突然、発煙・発火したという相談

が多数寄せられています。発煙・発火に至る状況はさまざまですが、庫内の汚れの蓄積や

経年劣化が事故発生の要因となっている可能性も考えられます。

今や生活に欠かせなくなっている電子レンジを安全に使用するため、以下の点に注意し

て下さい。

◆アドバイス

こまめに電子レンジ庫内の手入れを行い、汚れた状態で使用しないようにしましょう。

取扱説明書をよく読み、食品を加熱しすぎないよう注意しましょう。

もし、電子レンジが発煙・発火したときは、すぐに動作を停止させて電源プラグを抜き

ましょう。その際、絶対に扉を開けずに煙や火が収まるのを待ちましょう。

■詳しくはこちらまで

消費者ホットライン ☎１８８
イ ヤ ヤ ！

（お近くの消費生活センターにつながります）

消費者ホットラインは、くらしのさまざまなトラブルの相談を受付けています。相談は無料で

秘密厳守です。どんな小さな不安でも困った時は気軽に相談して下さい。

青森県消費生活センター ☎０１７—７２２－３３４３

〒030-0822 青森市中央 3-20-30 県民福祉プラザ５階

●受付時間／平日 9:00～17:30 土・日・祝 10:00～16:00 ●休日／年末・年始

13



作品紹介

絵葉書

写　真

短
　
歌

俳
　
句

川
　
柳

文芸欄

野
崎
和
子（
六
戸
町
）

鈴
木
リ
ヨ（
八
戸
市
）

工
藤
京
子（
弘
前
市
）

松
田
里
司（
む
つ
市
）

山
田
千
勢
子（
青
森
市
）

藤
林
仁
次
郎（
青
森
市
）

御
盆
去
り
　
庭
に
虫
の
音
　
奏
で
た
る

猛
暑
も
こ
れ
で
　
落
ち
つ
く
ら
し
い

な
ま
ぬ
る
き 

闇
に
蛍
を 

待
ち
に
け
り

カ
ラ
フ
ル
な 

傘
一
本
が 

今
日
の
連
れ

う
と
う
と
と 

眠
気
に
負
け
て 

ゆ
く
読
書

病
院
を 

ま
わ
り
前
医
の 

良
さ
を
知
り

霧
を
吸
い 

句
帳
の
愛
で
し 

萱
野
茶
屋

　今年は台風の影響で記録的な暑さが続き、連日の３０
度超えに「ここって雪国、青森だよね？」とギラギラと燃
える太陽にイヤミっぽく呟いてみたり…。でも、そんな事

を思っているうちにテレビからは除雪機のＣＭが流れ始め、冬アピー
ルが。暑いのも苦手、寒いのも苦手、そんな私がこよなく愛する秋を
目いっぱい楽しみたいと思います。（山谷）

編集
 後記

八戸洋子（青森市）

「合浦公園のマガモ」
　工藤文男（青森市）

「金魚ねぶたカード」風晴貢（青森市）
2014年に出陣した「ねぶた」の和紙を使用して作ったカードです。

　あすなろ俱楽部を読んでのご感想、日常の「ほ
のぼの」とした出来事など、たくさんのご意見を
お寄せください。
　また、俳句や写真も募集しています。
①俳句、短歌、川柳　
　　　　　�ハガキ１枚に２作品以内とし、氏名、

住所を記入しお送りください。
②写真　　�自分が撮影した写真（自作の工芸品、

風景等。写真サイズはＬ版程度）と
し、氏名、住所、タイトルを添えてお
送りください。ただし、他人に著作権
があるものはご遠慮ください。

③絵手紙　�ハガキ、またはハガキ大の用紙に自由
に絵を描いたものを、氏名、住所を記
入しお送りください。

●対　象　県内在住の概ね60歳以上の方。
●その他　�投稿回数や締切日は設けず、随時掲載し

ます。（紙面の関係上、全ての作品を掲
載できない場合があります）応募作品は
返却しませんのでご了承ください。

●送付先　〒030－0822 青森市中央３丁目20－30
　　　　　県民福祉プラザ３階
　　　　　青森県長寿社会振興センター「機関誌」係宛
TEL 017（777）6311　FAX 017（735）1160

みなさんからのおたより、
作品をお待ちしております
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「絢爛豪華な山車に魅せられて」
山車絵師　夏坂　和良 氏

「弘前城石垣めぐり」
弘前市図書館前館長　宮川　慎一郎 氏

「津軽民謡を多くの人に」
津軽民謡歌手　かすみ 氏

「世界一“賑わう街”へ愛に行こう♥」
八戸せんべい汁研究所「福」所長　中島　美華 氏

交通機関	市営バス	●�中央環状線「県民福祉プラ
ザ前」下車

	 	 ●�JR青森駅前４番のりばから
市民病院行き、青森公立大
学行き、横内環状線、問屋
町行き、大野浜田循環線、
朝日放送行き15分、「働く
女性の家前」下車、徒歩１分

	 	 ●�国道４号線「市役所前」、
「NTT前」下車、徒歩10分

	 タクシー	●JR青森駅前より約10分

駐車場	�駐車スペースが少ないので、なるべく公
共交通機関等をご利用ください。

お問い合わせ
介護・福祉フェアinあおもり2015実行委員会

FAX 017－787－0732

介護・福祉フェアinあおもり2015


